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2008年9月

日本経団連 産業第二本部

技術系留学生の採用に関するアンケート技術系留学生の採用に関するアンケート調査結果調査結果

○調査対象 ： 151社

産業技術委員会、産学官連携推進部会、大学院博士課程検討会 委員会社

○調査期間 ： 2008年3月27日～4月14日

○回答社数 ： 60社 （回答率：40％）
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アンケート結果概要アンケート結果概要

採用実績

68％の企業（60社中41社）で技術系留学生の採用実績があり、42％の企業
（同25社）では定期的（ほぼ毎年）に採用を行っている。

採用したことがある企業（41社）の状況

技術系留学生の最大の採用目的は、「国籍を問わず必要な人材を獲得すること」
（39社）であり、採用の際は「専門知識・能力」（35社）に加え、「日本語力」（33
社）が重視される。

2007年度に技術系留学生を採用した企業（27社）の採用人数は合計125人。
技術系採用総人数の2％を占める。また、中国出身者が67％を占める。

2007年度の採用者に対する“質”の面での満足度は非常に高い（平均95％）。
国籍に関係なく必要な能力を備えた人材を厳選して採用していると思われる。

今後の採用方針として、49％（20社）が「拡大」、32％（13社）が「維持」を計画。

採用したことがない企業（19社）の状況

技術系留学生を採用したことがない主な理由は、「日本人だけの採用で十分で
あり、留学生を採用する必要性がなかった」（13社）

今後の採用方針として、47％（9社）が「今後、採用を検討」
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１．業種１．業種 ２．従業員数２．従業員数

３．海外売上高比率（３．海外売上高比率（20062006年度）年度）

1,000～4,999人
24社

（40％）

ⅠⅠ．回答企業の概要．回答企業の概要

13社
（22％）

5,000～9,999人

22社
（37％）

10,000人～

100～999人
1社（2％）

20社
（33％）

14社
（23％）

13社
（22％）

7社
（12％）

5社
（8％）

1社
（2％）

20％未満

80％以上 未回答

51社
（85％）

3社（5％）

3社（5％）

3社（5％）

情報通信

建設

他（卸売・小売、運輸・倉庫、電力・ガス）

電機 15社
医薬品 8
輸送機器 7
化学 6
食品 4
鉄鋼,金属 3
石油,窯業 3
機械 2
精密,諸工業 2
繊維・紙 1

製造

40％以上、
60％未満

60％以上、
80％未満

20％以上、
40％未満
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60社中41社（68%）の企業に、技術系留学生※１の採用実績※２あり

41社中、定期的（ほぼ毎年）に採用を行っている企業は25社（回答60社の42%）、
2007年度に採用を行った企業は27社（同45%）

※１日本に留学し、大学等において、理学、工学、農学、医学、歯学、薬学等の専攻分野を
卒業した外国人

※２正社員または嘱託としての新卒採用

採用したことがある

41社
（68％）

19社
（32％）

採用したことがない

［N＝60］

【採用頻度】

定期的（ほぼ毎年） 25社

不定期（数年に一度） 16社

【2007年度採用実績】

あり 27社

なし 11社

未回答 3社

ⅡⅡ．採用実績．採用実績
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2007年度に技術系留学生を採用した27社の採用人数は計125人
（学部：11人、修士：81人、博士：18人、他※：15人）

技術系採用総人数に占める割合は全体で2％
（学部：1％、修士：2％、博士：7％、他：2％）

中国出身者が占める割合は全体で67％
（学部：73％、修士：77％、博士：44％、他：40％）

※在学段階について不明な人数を含む

６,３７７人

９６３人

２４５人

３,８４１人

１,３２８人

②技術系

採用総人数

（27社合計）

中国８４名、韓国８名、ﾀｲ５名、ﾍﾞﾄﾅﾑ４名２％１２５人合計

中国 ６名２％１５人他

中国 ８名、ﾀｲ４名７％１８人博士

中国６２名、韓国５名、ﾍﾞﾄﾅﾑ３名２％８１人修士

中国 ８名１％１１人学部

主な出身国別人数

（①の内数）
①÷②

①技術系留学生

2007年度採用人数

（27社合計）

１．採用人数１．採用人数

ⅢⅢ．採用したことがある企業の状況．採用したことがある企業の状況
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技術系留学生が従事する主な業務内容は、国内拠点での「研究業務」
（34社[回答41社の83％]）と「開発・設計業務」（33社[同80％]）

海外拠点での業務に従事させている会社は少数（10社[同24％]）

0 10 20 30

研究

開発・設計

システムエンジニア

生産・品質管理

販売・営業

法務・知的財産関連

他

研究

開発・設計

システムエンジニア

生産・品質管理

販売・営業

法務・知的財産関連

他
［N＝41］

国内拠点

海外拠点

34

33

11

6

12

3

6

5

8

8

2

2

2

1

国内拠点で何らかの

業務に従事させている

会社は41社

海外拠点で何らかの

業務に従事させている

会社は10社

（社）

２．従事する主な業務内容２．従事する主な業務内容

ⅢⅢ．採用したことがある企業の状況．採用したことがある企業の状況
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技術系留学生を採用する最大の目的は、「国籍を問わず必要な人材を
獲得」（39社[回答41社の95％]）すること

0 10 20 30 40

国籍を問わず必要な人材を獲得

人材の多様化により社内の活性化を促進

海外市場・顧客への対応を強化

日本拠点と海外拠点との連携を強化

海外法人における将来の幹部候補生を確保

他 ［N＝41］
（社）

39

5

11

9

16

2

３．採用目的３．採用目的

ⅢⅢ．採用したことがある企業の状況．採用したことがある企業の状況
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技術系留学生の採用においては、「専門知識・能力」 （35社[回答41社の

85％]） に加え、 「日本語力」（33社[同80％]）を重視

「日本語力」は、業務遂行上支障のないレベル（15社）、日本語能力試験
１級レベル（5社）など、高いレベルを要求している企業が多い

0 10 20 30 40

専門知識・能力

日本語力

論理的思考力

協調性

日本の社会や企業文化に対する理解度

ビジネスマナー

インターンシップ、アルバイトの経験

他 ［N＝41］
（社）

33

5

11

35

25

2

2

23

４．採用における重視ポイント４．採用における重視ポイント

ⅢⅢ．採用したことがある企業の状況．採用したことがある企業の状況

【要求レベル】

業務遂行上支障のないレベル 15社
日常会話レベル 6社
日本語能力試験１級レベル 5社
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技術系留学生に対して、特に、「大学を通じた情報収集・採用情報発信」
（19社[回答41社の46％]） 、「インターンの受入」（18社[同44％]）に取り
組んでいる

0 10 20

奨学金の支給

大学での教育プログラム実施への協力

インターンの受け入れ

自社ホームページを通じた採用情報発信

他社(人材会社等)を通じた採用情報発信

大学を通じた情報収集、採用情報発信

求める人材像・キャリアパスの構築・明示

評価・処遇の透明性の確保

日本人社員の異文化理解に対する意識改革

入社後の日本語力向上の支援

入社後の日本文化理解度向上の支援

入社後の生活面での相談窓口の設置

他
［N＝41］

16

18

10

2

（社）

4

19

11

11

6

6

3

5

4

５．修学支援・採用・活用面での取り組み５．修学支援・採用・活用面での取り組み

ⅢⅢ．採用したことがある企業の状況．採用したことがある企業の状況

※「日本人に対する取り組みと同じであり、技術
系留学生に特化した取り組みはない」等
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2007年度の技術系留学生採用者に対する“質”の面での満足度※１は、
27社平均で95％と高い

27社中21社（78％）が満足度「100％」と回答

残り6社のうち3社は不満な点として「日本語力」を回答
※ 平均的な日本人採用者と比較して総合的に同等以上と評価できる採用者の割合

0 10 20

0～

20～

40～

60～

80～

100

[“質”の面での満足度]

21

（％）

4

1

1

0 5

[“質”の面での不満な点]

日本語力

日本の社会や企業文化に対する理解度

専門知識・能力

ビジネスマナー

インターンシップ、アルバイトの経験

論理的思考力

協調性

定着性／離職率

他

3

６．採用に関する満足度６．採用に関する満足度 ①“質”に関する満足度①“質”に関する満足度

ⅢⅢ．採用したことがある企業の状況．採用したことがある企業の状況

（社）
（社）［N＝27］ ［N＝6］

2

1

1

1
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38社中18社（47％）は制度面での不満は特になし

一方、38社中14社（37％）が、留学ビザから就労ビザへの変更に手間が
かかると感じている

0 10 20

特に不満はない

留学ビザから就労ビザへの変更に
手間がかかる

採用情報の発信、採用選考の実施
などに手間がかかる

就労ビザの更新に手間がかかる

他
（N＝38）

（社）

18

14

6

5

2

６．採用に関する満足度６．採用に関する満足度 ②制度面他での満足度②制度面他での満足度

ⅢⅢ．採用したことがある企業の状況．採用したことがある企業の状況
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英語でのコミュニケーション環境の整備【４社】

留学生向け情報発信の強化【２社】

インターンの受入【２社】

４月以外の卒業・修了時期に対応できる採用選考・受入体制の整備【２社】

入社後のケア体制の整備（生活相談窓口の設置など）【２社】

キャリアパスの構築【２社】

企
業

教育制度の充実（日本語・日本文化・ビジネスマナーなど）【５社】

就職活動の支援（情報提供など）【４社】
大
学

ビザの取得、変更、更新手続きの簡略化・スピードアップ【１０社】

受入環境の充実（奨学金、住宅など）【７社】

政
府

ⅢⅢ．採用したことがある企業の状況．採用したことがある企業の状況

７．政府・大学・企業が行うべき／強化すべき取り組み７．政府・大学・企業が行うべき／強化すべき取り組み
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技術系留学生を採用したことがある企業（41社）では、20社（49％）が
採用拡大、13社（32％）が採用維持を計画

拡大

維持 13社
（32％）

20社
（49％）

8社
（19％）

未定

［N＝41］

８．今後の採用方針８．今後の採用方針

ⅢⅢ．採用したことがある企業の状況．採用したことがある企業の状況
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技術系留学生を採用したことがない主な理由は、「日本人だけの採用で
十分であり、留学生を採用する必要性がなかった」（19社中13社［68％］）

理由として「留学生の資質に課題や不安を感じた」と回答した3社全てが、
感じた不安な点として「日本語力」と回答

１．採用しない理由１．採用しない理由

ⅣⅣ．採用したことがない企業の状況．採用したことがない企業の状況

0 5 10 15

日本人だけの採用で十分であり、

留学生を採用する必要性がなかった

採用の予定はあったが、

結果として採用基準に達する者がいなかった

留学生の資質に課題や不安を感じた

採用情報の発信、採用選考の実施など

の手間に課題や不安を感じた

留学ビザから就労ビザへの変更手続き

の手間に課題や不安を感じた

就労ビザの変更手続き

の手間に課題や不安を感じた

13 ［N＝19］

1

2

3

5

（社）

【感じた主な不安】

日本語力 3社

日本の社会や企業文化に対する理解度 2社
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求める人材の明確化【１社】

入社後の教育、キャリアパスの構築・支援【１社】

インターンの受入【１社】

企
業

教育制度の充実（一般的マナーなど）【１社】

受入環境の充実（奨学金、宿舎など）【１社】

就職活動の支援（情報提供、相談窓口設置など）【１社】

大
学

教育制度の充実（日本語、日本文化など）【２社】

受入環境の充実（奨学金、留学生会館など）【２社】

就職活動の支援（情報提供など）【２社】

政
府

ⅣⅣ．採用したことがない企業の状況．採用したことがない企業の状況

２．政府・大学・企業が行うべき／強化すべき取り組み２．政府・大学・企業が行うべき／強化すべき取り組み
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技術系留学生を採用したことがない企業（19社）では、9社（47％）が
今後、採用を検討

今後、採用を検討

未定 9社
（47％）

9社
（47％）

1社
（5％）

未回答

（N＝19）

３．今後の採用方針３．今後の採用方針

ⅣⅣ．採用したことがない企業の状況．採用したことがない企業の状況
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